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全球モデルは、地球全体を予報領域とした数値予報モデルであり、短期予報、週間
天気予報、台風予報、航空気象情報を支援している。全球モデルの予測値はメソモデ
ルの側面境界値に利用されるほか、波浪モデルへの入力としても利用される。また、
アンサンブル予報モデルや季節予報モデルにも、解像度や一部の仕様は異なるもの
の、基本的には同じ技術が使われている。

全球モデルは、1988年に静力学平衡の仮定をした静力学方程式系を基礎方程式と

して、スペクトル法を採用して実用化され、その後高解像度化と力学過程・物理過程の
改良を重ねて、2007年11月から水平約20kmメッシュ(TL959)(北川2006; 岩村2008)、
2014年3月からは鉛直100層(米原2014)でモデルの運用を行なっている。台風予報に
ついては従来の台風進路予報のほか、2019年3月より運用開始した台風5日先強度予
報に利用されている台風強度予報ガイダンスSHIPS（Ono et al., 2019）に、GSMの台風
周辺の大気環境の解析値や予報値を入力値として使用されている。
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全球モデルの北半球における5日予報について、500hPa高度のRMSEの経年変化を
赤線で示す。

衛星データの同化など新たな観測データの活用や全球モデルの改良などの継続的
な技術開発、及びこれらを支えるスーパーコンピュータの性能向上によって、予測精度
は年々着実に向上している。特に衛星データの高度利用が開始された2003年以降は
、急速に予測精度が向上している。
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世界には日本と同様に、全球モデル、全球アンサンブル予報モデル、領域モデルが
あり、様々な格子間隔や予報期間のモデルが存在する。表は全球モデルを運用してい
る数値予報センターのうち、主要国または機関のモデルを示す。全球モデルは国際競
争が盛んに行われている。特に全球モデルの予測精度が良いと言われている数値予
報センターが欧州中期予報センター (European Centre for Medium-Range Weather 
Forecasts; ECMWF)や米国 (National Centers for Environmental Prediction; NCEP)、イギ
リス (United Kingdom Met Office; UKMO)、日本である。ECMWFは22の加盟国と12の協
力国で構成されている。
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全球モデルの北半球における5日予報について、500hPa高度のRMSEの経年変化の
国際比較（JMA:赤色、ECMWF:桃色、NCEP:水色、UKMO:青色）を示す。破線と実線は
検証格子の違いを表し、破線は旧検証（格子間隔2.5度の格子点値利用）の値を示し
たグラフに対し、実線は新検証（格子間隔1.5度の格子点値利用）の値を示したグラフ

である。破線よりも実線の誤差が大きい傾向が見られるが、これは検証格子の高解像
度化によって検証要素の構造が明瞭化し、位置ずれの影響が増大するなど低解像度
時と比較して時空間的な誤差が増大するdouble penalty (Anthes, 1983, or Mass et al., 
2002) の影響によるものである。

各センターとも年々着実に予測精度が向上している。気象庁もそれに追随している
が、ECMWFの精度が優れており、UKMOがそれに次ぐ状況である。
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台風の72時間予報における進路予報誤差の国際比較について、1991年から2017年
までの推移を示す。また、左上に2019年の台風の進路予報誤差について、予報時間

を横軸にして示す。この進路予報誤差は数値予報モデルによる予測誤差であり、発表
予報の誤差ではない。

これらの図で示すように、各数値予報モデルの結果を収集し、気象庁で追跡と検証を
実施している。気象庁は1996年以降、世界トップクラスの精度を維持しているが、近年
はECMWFを中心に引き離されている。このような台風検証は気象庁単独で実施してい
るものではなく、国際的な枠組みの中で実施している。

略称は各国の気象・水文機関、研究所。

BoM：オーストラリア、CPTEC：ブラジル、CMA：中国、CMC：カナダ、DWD：ドイツ、
ECMWF：欧州中期予報センター、

Meteo France：フランス、JMA：日本、KMA：韓国、NCEP：アメリカ、NRL：アメリカ（海軍研
究所）、UKMO：イギリス
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